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第7図　CHECK回路
s
第8図
〜
第9図
　ただし，Sは計算，銚art信号であり，Eは計算終了信号である。また，このときのb’heckの動
作図は第11図のようになる。
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第10図　加算回路全体の構成
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第11図加算回路の動作図
4．FAlL　SAFE計算機への応用の概要
　前にも述べたように．後藤，駒宮氏19｝ao）らによって開発，製作されたリレー計算機MARK皿は・非同
期式計算機で，正・副共役回路を用い，self－c’heckingをしながら計算が進行する方式を採用して
いる。このMARK皿は，FAIL　SムFEな計算機を設計，製作する上に非常に参考になり，良い指
針を与えてくれる。以下述べる事がらは，このMARKllに準じてFAIL　SAFEな計算機を開発す
る上での足がsりとなるもので，FAIL　SAFEに充分留意しながら設計したものである。
　現在，FA・IL　’S　AFEな電子計算機は開発されていないが，現在開発されているFAILSAFE
論理回路を用いて，FAIL　SAFEな電子計算機を開発する際には，MARKllと同様に次のような
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特徴と構造を有しているのが良いように思われる。
　すなわち、非同期式を採用し，演算回路は，前述した2，基本概念の章の2），FAIL　SAFE論理
回路SYSTEMの構成法で述べたように構成し，制御回路も，故障を生じた場合はその位置で停止して
いるようにする。また，構造の概要もMARKllと同じで第12図のようになる。すなわち，各装置は，
IN，0『UT　GATEを通してBUS（母線）に連結されており，
計算機の命令，実行は，記憶装置や演算装置のGATEをONするこ
とにより遂行される。故に，制御回路は，ある命令に従いONされる
い。IN　GATE．OUT　GATEを通じて情報が伝送される場
合は，正しく伝送されたか否かを’c　heckするために，必ず，
transfer’checkが行なわれる。各種演算装置は，’t．ransfer
checkがとれて，正しい情報を得たことを確かめてから演算を開始　　　第12図　MARK五概要図
する訳である。
5．　あ　と　が　き
　FINIL　SAFE論劉回路が閾発されたので・これを用いたFAIL　SAFE論理回路SYSTEM
は，鉄道の信号回路や．原子炉の制御回路など，非常に広い範囲で応用し得る。こsでは，FAIL
SAFE計算機を最終目的として開発している，いくっかの回路例をあげてみた。これからは，FAIL
SAFE論理回路は多くの分野で応用されていくと思われる。
　終りに，不断の親切な御指導に対し後藤教授に深謝する次第である。また，この研究は，筆者が工業技
術院電気試験所制御部自動制御研究室において，実習生として一緒に研究させでもらつているものであっ
て，この機会を与えて下さつた上滝制御部長ならびに御指導を仰いだ駒宮前制御部長（現電子部品部長），
森沢自動制御室長及び土屋技官に，厚くお礼を申し上げます。
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